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能越自動車道・のと里山海道の
大規模被災箇所における本復旧方針



■能越自動車道・のと里山海道 本復旧の考え方
能越自動車道・のと里山海道は、甚大な被害のあった奥能登地域に繋がる復旧・復興
の大動脈となる路線である。
本復旧にあたって、原位置での復旧が適切であるか、復旧の費用や期間などを総合的
に比較検討し、現場条件等に基づく３案の本復旧計画を策定。

【大規模崩壊箇所：２８箇所】
●【Ａ】：既存用地を活用して復旧する箇所 〔１５箇所〕
⇒原位置での復旧に多大な費用・期間を要するため、既存用地を活用し、本復旧
⇒一部、現地条件により、仮設（ステップ）を要する箇所あり

●【Ｂ】：原位置復旧（現況４車線区間）する箇所 〔５箇所〕
⇒４車線区間で被災しているため、原位置（４車線）で本復旧

●【Ｃ】：原位置復旧（現況２車線区間）する箇所 〔８箇所〕

＜復旧方針の骨子＞

＜本復旧計画＞
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原位置復旧既存用地を活用した復旧

Cパターン (原位置復旧[現況2車線区間])Ｂパターン (原位置復旧[現況4車線区間])Aﾊﾟﾀｰﾝ(既存用地を活用して復旧)
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Ⅱ期線本復旧の場合、
大断面切土が必要
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復旧パターン：

大規模崩壊 ： N= *
*

箇所数復旧の考え方復旧パターン名称

N=15既存用地を活用して復旧A

N= 5原位置復旧[現況４車線区間]B

N= 8原位置復旧[現況２車線区間]C

計 N=２８箇所

徳田大津IC

横田IC

別所岳SA

穴水IC

至

輪
島

至

金
沢

越の原IC

のと里山空港IC

のと三井IC

被災規模が大きく
連続する区間

0kp

5kp

10kp

20kp

25kp
能登大橋

15kp
10kp

7kp

C

N=4

C

17kp

15kp
Ａ

N=2C

N=1 N=1

N=2

AN=1

A

N=1

A

N=2

A

N=3
B N=1

A

N=1

A

N=1

B

N=2

A

N=1

A

N=1

A

N=1

A

C

N=1

C

N=1N=1

B

のと里山海道（徳田大津IC～穴水IC)

能越自動車道（のと三井ＩＣ～穴水ＩＣ）

復旧パターン位置図
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